
SPRING春
ヨシ焼きの後、1500haの大地に
ヨシの若芽が一斉にめぶく。
旅立ちの遅れたコミミズク。

Watarase Retarding Basin

ラムサール条約で未来につなぐ湿地の自然

夏
夏の終わり、渡りの途中に
集結するツバメは10万羽を超える。
夕暮れのねぐら入り。

SUMMER

2012年7月
ラムサール条約
COP11で
条約湿地に登録

日本屈指のワシタカ類の渡来地。
130km離れた富士山も、

空気の澄んだ日には、くっきり姿をあらわす。



ラムサール条約と日本の条約湿地

　ラムサール条約は、1971年イラン・ラムサールで採択された湿地保全のための国際条約です。

地上のすべての生きものと人間の健康な暮らしに欠くことのできない湿地（海辺・湖・川・水

田など＝水のあるところ）を守り、賢明（＝持続可能）に利用することをめざしています。

　条約締約国は、最低1か所の「国際的に重要な湿地」をラムサール条約湿地として登録しな

ければなりません。日本は1980年に条約に加盟し、釧路湿原を最初に登録しました。以来、

追加登録を重ね、2012年7月のルーマニア・ブカレストで開催されたラムサール条約第11回

締約国会議（ラムサールCOP11）で、渡良瀬遊水地の2,861haを含む9か所の湿地が登録さ

れて、日本の条約湿地登録数は46か所、面積は137,968haになりました。

渡良瀬遊水地の国際的重要性

　栃木・茨城・群馬・埼玉の4県4市2町にまたがる渡良瀬遊水地は、本州以南では最大のヨ

シ原を擁する低層湿原で、トネハナヤスリをはじめ植物の絶滅危惧種の宝庫です。夏の終わり

には南の国に戻るツバメが10万羽以上も集結し、チュウヒをはじめとするワシタカ類の越冬地

としては日本最大級で、条約湿地に登録し保全することが望まれていました。

　また、渡良瀬遊水地を河川区域として管理し治水事業をおこなう国土交通省は、乾燥化しつ

つある遊水地の掘削などで、水面の回復をめざし治水容量の向上も図る湿地保全・再生基本計

画を策定しました。

　環境省と国土交通省による遊水地の条約湿地登録に関する協議の結果、河川区域としての土

地利用規制に加え、2012年6月から狩猟が禁止される普通地区の国指定鳥獣保護区に指定さ

れて、今回、条約湿地に登録されたのです。

治水と湿地保全・再生の両立による賢明な利用

　度重なる水害被害にあった周辺住民にとって、治水事業の推進は悲願です。2012年2月には、

条約湿地登録に取り組んできた自然保護団体と、周辺住民による治水団体が渡良瀬遊水地の条約

登録を契機に治水と湿地の保全・再生の両立をめざして協力して行く旨の誓約書を締結しました。

　登録後の渡良瀬遊水地では、遊水地を管理する国土交通省、鳥獣保護区を指定した環境省、

4県4市2町、自然保護団体、治水団体、遊水地を愛し利用している団体・市民等の協力によって、

ラムサール条約の理想とする湿地の賢明な利用が実現されていくことになります。

ヨシ焼きの後、1500haの大地に
ヨシの若芽が一斉にめぶく。
旅立ちの遅れたコミミズク。

渡良瀬遊水地が
ラムサール条約湿地
になりました
治水と湿地保全・再生の両立をめざして
賢明な利用の実現を

空から見た渡良瀬遊水地の全景　写真：堀内洋助



100年前、ここに谷中村や赤麻沼があった。

　渡良瀬遊水地は、もともと赤麻沼をはじめ、いくつもの

大きな沼や湿地帯、それに農地や村落があったところです。

1888年（明治21年）3つの村が合併して谷中村となり、約

370戸、2500余人の村民は、農業・漁業・スゲ笠つくりな

どで暮らしていました。しかし、明治10年代から、渡良瀬

川最上流の足尾銅山から鉱毒が流出して、流域一帯の産業・

生活に甚大な被害をもたらし、足尾鉱毒事件として時代を揺

るがす社会問題になりました。

　当初、衆議院議員でもあった田中正

造は、流域被害民と共に足尾銅山操業

停止を必死に訴えましたが、明治政府

は洪水防止という理由で谷中村周辺を遊水地にすることを決定。家屋を

破壊してまで村民の立ち退きを強行し、1907年に谷中村は滅亡しました。

さらに1910年代に、栃木・群馬県境を流れる渡良瀬川の河道が東に付

け替えられ、赤麻沼一帯に直接流入した土砂で沼は消え、田畑や人家跡

も一面のヨシ原になりました。

開発から、遺跡や自然の保全へ

　こうした歴史を持つ本州一広大な遊水地のヨシ原は、湿地性動植物の貴重な生息地となりま

したが、一方で開発計画も考えられ、東京など首都圏に水を供給する平地ダムとして、1989

年には渡良瀬貯水池（谷中湖）がつくられました。この湖の形は開発反対運動があった証です。

旧村民は神社跡・役場跡を守るため「谷中村の遺跡を守る会」を結成して座り込みを行い、そ

の結果、計画は変更され、ハート型の湖になりました。

　谷中湖完成後も開発計画は次々と浮上し、遊水地の自然が大きく破壊される危険性が高まり

ました。1990年に遊水地の歴史と自然を守るための利根川流域住民の会が結成され、その活

動により自然破壊をともなう計画は消えました。さらに21世紀になって、遊水地を愛し利用す

る人々の取り組みや、ラムサール条約湿地を目指した連合組織も結成され、それぞれ多彩な活

動を展開してきました。そして2012年7月に渡良瀬遊水地は国際的に重要な湿地として認められ、

新しいページが開かれたのです。

渡良瀬遊水地の歴史と自然を未来に引き継ぐために

　渡良瀬遊水地が誕生して100年余り。関東平野の真ん中にあるこの広大な湿地の重い歴史を

学びつつ、自然の恵みを生き物たちと共有し、より豊かに次世代に引き継ぐために、ラムサー

ル条約湿地登録を実のあるものにしていきたいものです。未来のために、みなで知恵と力を出し

合って、遊水地の自然保護と賢明な利用に取り組んでいきましょう。

渡良瀬遊水地の歴史

田中正造

明治の頃の谷中村と赤麻沼、渡良瀬川



生き物たちをはぐくむ豊かな自然渡良瀬遊水地の歴史

●約1000種〈絶滅危惧種 60〉
遊水地以外ではめったに見られない、トネハナヤスリ・ハナムグラなどが、
ヨシ焼きの後びっしり生える。ノウルシの黄色い群落。香り高いヒメヨモギ。

●約170種〈絶滅危惧種 23〉
オオルリハムシ、ハバビロヒゲ
ゾウムシほか、遊水地外では珍
しいがここでは普通に見られる
湿地性の貴重な昆虫の宝庫。ワ
タラセミズギワアリモドキなど固
有種も多い。 写真：大川秀雄

植物

昆虫

チョウジソウ（絶滅危惧種） 写真：野本定司

トネハナヤスリ（絶滅危惧種） 写真：堀内洋助

ノウルシ
（絶滅危惧種）

オオルリハムシ（栃木県準絶滅危惧種） ジュウサンホシテントウ
（栃木県要注目）

明治の頃の谷中村と赤麻沼、渡良瀬川



●252種〈絶滅危惧種 44〉
初夏にはヨシキリの大合唱、春秋はシギ・チドリの渡りの中継地、ワシタカ、ハヤブサ、
フクロウなど、食物連鎖の頂点にある猛禽類の25種は日本屈指。　　写真：日向野哲夫

野鳥

コヨシキリ

サンカノゴイ（絶滅危惧種）

オスに餌をもらったチョウゲンボウ

オオハシシギ

ジュウサンホシテントウ
（栃木県要注目）

ハバビロヒゲボソゾウムシ



湿地は人の暮らしにも豊かな恵みをもたらす

良質のヨシを育てるための
ヨシ焼きは、稀少植物たち
の芽吹きをうながし、ヨシ
原を維持する。写真：堀内洋助

ヨシ刈り風景。貴重な地場産業
が発展してほしい。 写真：堀内洋助

水辺の昆虫を食い入る
ように観察する。

旧谷中村延命院跡
写真：堀内洋助

昔ながらの投網やザンブリ漁法。豊富な水に、コイ、フナ、ワカ
サギ、モロコ……44種の魚がすんでいる。甘露煮など地域の名
物料理になる。 写真：堀内洋助

旧谷中村延命院跡で歴史を学ぶ人、
自然観察会、ウオーキング、サイクリング、ウインドサーフィン、バルーン……。
広大な遊水地は、人々を引きつけ多様な生き物をはぐくむ。



発行：�渡良瀬遊水池をラムサール条約登録地にする会
　　　〒323-0034 栃木県小山市神鳥谷1-6-19 浅野正富法律事務所内
　　　TEL 0285-25-6577  ホームページ http://watarase.jimdo.com/
　　　�渡良瀬遊水池を守る利根川流域住民協議会／わたらせ未来基金／�

日本野鳥の会栃木／日本野鳥の会群馬／小山の環境を考える市民の会／
藤岡町自然を守る会

協賛： 栃木商工会議所／小山商工会議所／藤岡町商工会／大平町商工会／都賀町商工
会／西方商工会／桑絹商工会／間々田商工会／野木町商工会／一般社団法人 
小山市観光協会／下都賀郡市医師会／社団法人 小山地区医師会／小山ロータ
リークラブ／小山南ロータリークラブ／小山東ロータリークラブ／小山北ロー
タリークラブ／小山中央ロータリークラブ／壬生ロータリークラブ／古河ロー
タリークラブ／古河東ロータリークラブ／古河中央ロータリークラブ／足利小
山信用金庫／小山グランドホテル／友井タクシー／よつ葉生活協同組合／優
経営研究会／栃木・小山地区弁護士有志／財団法人 埼玉県生態系保護協会／
渡良瀬遊水地を愛する市民のみなさん

栃木市

加須市

至桐生

佐野IC

館林IC

栃木

両毛線

藤岡

板倉
東洋大

柳生
新古河

栗橋

古河

野木

小山

至上野 至浅草

足尾
渡良瀬川

渡良瀬川

利根川

至
宇
都
宮

東
北
本
線

東
北
本
線

東
武
宇
都
宮
線

東
北
自
動
車
道

50

4

4

渡良瀬遊水地

釧路湿原

伊豆沼・内沼

琵琶湖

尾瀬

屋久島永田浜

東京

大阪福岡

渡良瀬遊水地

札幌

秋吉台
地下水系

藤前干潟

渡良瀬遊水地
ガイドマップ

栃木県／栃木市
　　　　小山市
　　　　野木町
茨城県／古河市
群馬県／板倉町
埼玉県／加須市

0 1 2km

渡良瀬遊水地と
日本の代表的な
ラムサール条約湿地

ヨシは褐色の穂を秋風になびかせ、
チュウヒが雄壮に低空飛行。
40羽以上がヨシ原をねぐらにする。



Retarding Basin

Japan’s New Ramsar Site

表紙・裏表紙写真：堀内洋助（春、夏、冬）／日向野哲夫（秋）
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日本屈指のワシタカ類の渡来地。

130km離れた富士山も、
空気の澄んだ日には、くっきり姿をあらわす。
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ヨシは褐色の穂を秋風になびかせ、
チュウヒが雄壮に低空飛行。
40羽以上がヨシ原をねぐらにする。
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